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R E P O R T R E P O R T

7 月 30 日、31 日、理学部オープンキャンパス 2025 を開催しました。暑い中、2 日間での来場者数は過去最高の 7,533 名にのぼりました。オープンキャンパスは、

高校生にとって大学の雰囲気を肌で感じ、自分の将来を考えるきっかけとなる大切な機会です。理学部では、「理学って何だろう？」という問いに触れることが

できるよう、さまざまなイベントや展示を企画しました。加えて、日々最先端の研究に取り組む教授らによる模擬授業も実施され、参加者は大学での学びの一端

にふれることができました。今年度も理学部の最新の研究内容を博士課程の大学院生が紹介する「サイエンス・サロン」を開催。より専門的でリアルな研究の世

界を知る貴重な場となりました。

岩渕将士助教（理学教育研究支援センター）、今井良宗准

教授（物理学専攻） が 2024 年度総長教育賞を受賞

ぶらりがく for ハイスクール

6 月 21 日、青葉サイエンスホールにて、ぶらりがく「星はすばる、銀河は

すばる－銀河が織りなす宇宙の大規模構造とそこに宿る銀河の生態－」を開

催しました。今回は兒玉忠恭教授（天文学専攻）に、すばる望遠鏡とジェー

ムズ・ウェップ宇宙望遠鏡

の特性、銀河と宇宙の大規

模構造、初期宇宙観測、そ

して兒玉教授が研究を進め

ているすばる望遠鏡に取り

付ける近赤外線広視野カメ

ラについてご講演いただき

ました。

ぶらりがく「星はすばる、銀河はすばる－銀河が織りなす

宇宙の大規模構造とそこに宿る銀河の生態－」

新入生オリエンテーション 理学部オープンキャンパス 2025

総長教育賞は、本学の教育理念に基づき、誠意と熱意をもって職務に取り組

まれ優れた教育の成果を挙げた教職員を表彰するもので、本研究科から岩

渕将士助教（理学教育研究支援センター）、今井良宗准教授（物理学専攻） 

が受賞しました。岩渕助教は、本研究科キャンパスライフ支援室の専任相

談員として、10 年以上にわたり、さまざまな工夫を重ねながら学生のサポー

トや情報発信を行い、その

業績と貢献が高く評価され

ました。また、今井准教授

は、講義において内容の理

解を促進する工夫に取り組

み、個々の学生の学習意欲

を高める方策をとることを

可能にし、総長教育賞に相

応しいと判断されました。

授賞式は３月 18 日に行わ

れました。
受賞した今井准教授（左）、岩渕助教（右）。都築研
究科長（中央）とともに。

４月４日、５日に理学部キャンパスおよび南三陸ホテル観洋にて、新入生

オリエンテーションを実施しました。新入生、教員、協力学生、約 370 名

が参加しました。 本イベントは、理学部カリキュラムやサークル活動など、

大学生活を送るうえでのアドバイスを先輩からもらい、それを参考に充実し

た学生生活を送ってもらうことを目的としています。物理系、化学系、地球

科学系、生物系は１泊２日の日程で、ガイダンス・懇親会を行いました。今

回は、1 日目に南三陸さん

さん商店街、２日目に松島

の観光があり、班ごとに昼

食をとったり散策するなど

の時間が設けられました。 

最初は緊張していた新入生

も２日目には緊張がとれ、

先輩や同級生と会話をする

様子が見られました。

大講義室での全体オリエンテーションの様子。

保護者交流会

保護者交流会は、保護者の方々との交流・親睦を図ることを目的に、東北大

学理学部・理学研究科、生命科学研究科、青葉理学振興会、東北大学理学萩

友会の共催事業として開催しています。今年度は 5 月 24 日に対面にて、ま

た 9 月 13 日にオンラインにて開催しました。対面開催では、数学、物理系、

化学、地学、生物・生命の５グループに分かれて研究室を周るキャンパスツ

アー・懇談会を行いました。オンライン開催では、進学・就職・経済⽀援や

学⽣⽣活全般に関するトピックを中⼼にオンライン交流会が行われました。

写真左：キャンパスツアー（物理系グルー
プ）の様子。／写真右：Zoom をつかっ
ての交流会の様子。

３月 22 日（オンライン）、および８月 10 日（対面：青葉サイエンスホール）

に、中高生を対象としたイベント「ぶらりがく for ハイスクール」を開催し

ました。本イベントでは、内容を高度化した模擬講義や研究者・大学生との

交流会を通じて、本研究科が推進している世界最先端の理学研究に深く触れ、

中高生の理学分野への興味・関心を高めることを目的としています。

写真左：オンラインで実施した研究者・
大学生との交流会の様子。／写真右上：
模擬講義（生物分野）の様子。／写真右
下：対面での交流会の様子。

４月 19 日、東京駅直結サピアタワー（10 階 東北大学東京オフィス、６階 

605A）にて東北大学大学院理学研究科合同入試説明会を開催しました。各

専攻において、理学研究科の全体概要、各専攻の特徴、ならびに入試方法に

関する説明を行いました。説明会終了後には質疑応答やグループトークの時

間が設けられ、参加者の皆様にとって、教員や在学生と直接対話できる貴重

な機会となったようです。また、本年度より新設された「学生相談コーナー」

にも多くの方々が訪れ、学生生活や仙台での暮らしに関する質問が活発に交

わされていました。　

理学研究科合同入試説明会

各専攻に分かれての説明。
（写真は物理学専攻）

新設された学生相談コーナー。

62 名の参加者に向け講義を行う兒玉教授。

2 日間とも、快晴で 30℃超えの暑い日でした。 理学部概要説明

大講義室での模擬講義

物理学科

地球科学系

学科個別相談会

サイエンス・サロン（理学研究科分野横断研究発表会）

宇宙地球物理学科

生物学科

青葉サイエンスホールでの模擬講義

数学科

化学科



受賞

■渡部悠（化学専攻 M2）／ 2025.7.7
第 40 回化学反応討論会 ベストポスター賞
UV photodissociation dynamics of O4

+ studied by mass-
analyzed ion-imaging technique and theoretical calculation

■城剛希（地球物理学専攻 D1）／ 2025.7
URSI Asia-Pacific Radio Science Conference 2025 Young 
Scientist Award
Whistler-Mode Wave Duct Propagation Caused by ULF 
Wave: Ray-Tracing Simulations and Cluster Observations

■ Md Arafat Ali（化学専攻 D2）／ 2025.5.29
IBS Conference on STM’25 WINNER OF BEST POSTER 
AWARDS
RF Modulation Spectroscopy on double decker Single 
Molecule Magnet of TbPc2 on Pb (111) superconductor

■須賀利雄（地球物理学専攻 教授）／ 2025.7.21
第 18 回海洋立国推進功労者内閣総理大臣表彰
地球規模の海洋観測網構築による海洋における気候変動研究の
推進に貢献

■赤木剛朗（数学専攻 教授）／ 2025.9
2025 年度日本数学会 解析学賞
退化放物型偏微分方程式の函数解析的理論の展開

■松村慎一（数学専攻 教授）／ 2025.9
2025 年度日本数学会 幾何学賞
ケーラー多様体と代数多様体に対する非負曲率性の超越的手法
による研究

■ Lorenzo Cavallina（数学専攻 助教）／ 2025.9
2025 年度日本数学会賞建部賢弘特別賞
複合媒質における過剰決定問題の解析

■伊藤千沙（化学専攻 D3）／ 2025.9
錯体化学若手の会夏の学校 2025 Chemistry Letters Young 
Researcher Award
Redox 活性な錯体分子を組み込んだ多孔性アモルファス材料の創生

■荻野杏珠（化学専攻 M2）／ 2025.9.11
第 35 回基礎有機化学討論会 TCI 学生ポスター賞
分子手術法とプラズマ法の併用による HF-Li+@C60 の合成

■豊岡拓斗（化学専攻 M2）／ 2025.9.11
第 35 回基礎有機化学討論会 TCI 学生ポスター賞
環状チオ尿素からケイ素三重結合化合物への硫黄移動反応

■村田蘭（化学専攻 M1）／ 2025.4.25
2025 年春季大会 日本物理学会学生優秀発表賞
負ミュオンを用いた元素分析の精度向上の試み

■林雄二郎（化学専攻 教授）／ 2025.3.28
フンボルト賞

■渡辺楓（数学専攻 D1）／ 2025.3
2024 年度日本数学会応用数学賞
海洋短波レーダーを用いた波浪スペクトル推定モデルの構築

■吉田圭佑（地震・噴火予知研究観測センター 准教授）／
2025.4.8
令和 7 年度文部科学大臣表彰 若手科学者賞
自然地震の発生場における応力場と地殻流体の時間発展の研究

■大井一輝（物理学専攻 D2）／ 2025.4.25
2025 年春季大会 日本物理学会学生優秀発表賞
磁気双極子相互作用する冷却原子における Efimov 状態の挙動

■大島泰周（地球惑星物質科学科 B4）／ 2025.3.28
第 49 回生命の起原および進化学会学術講演会 学生優秀口頭
発表賞
リボースと核酸塩基からのヌクレオシド合成に対するホウ酸の
影響

■伊藤将（物理学専攻 D3）／ 2025.4.25
2025 年春季大会 日本物理学会学生優秀発表賞
非局所的視覚相互作用を介した集団運動のボルツマン方程式に
よる転移現象

■三田健太郎（物理学専攻 M2）／ 2025.4
IcAUMS 2025 Migaku Award (Best poster award for 
students)
Nonreciprocal magnon polaritons in magneto-chiral 
metamolecule

■古川善博（地学専攻 准教授）／ 2025.5.28
第 6 回地球惑星科学振興西田賞
初期地球および初期太陽系における生体有機分子の化学進化に
関する研究

■坂巻竜也（地学専攻 助教）／ 2025.5.28
第 6 回地球惑星科学振興西田賞
高圧実験岩石学に基づく地球・惑星内部物質の構造と物性に関
する研究

■田口真彦（多元研・化学専攻 助教）／ 2025.5.29
量子生命科学会 第 7 回大会 Best Presentation 賞
ハイブリッド量子古典シミュレーションによる光活性化アデニ
ル酸シクラーゼの光活性化機構の解明

■経塚淳子（生物学科 教授）／ 2025.3.7
令和 7 年（第 19 回）みどりの学術賞

■亀山太陽（数学専攻 M2）／ 2025.3.21
令和 6 年度石巻市特別表彰
第 42 回全日本珠算技能競技大会 団体総合競技第 2 部（中学
生以上の部）優勝（はやしそろばん総合学園）

■ NPO 数学みえる化プロジェクト [ 代表：正宗淳（数学専攻 
教授）] ／ 2025.3
2025 年度日本数学会出版賞

■物理学専攻賞（博士）／ 2025.2.19
小山慎之介、木下豊、松本萌未（いずれも D3）

■物理学専攻賞（修士）／ 2025.2.19
菅野翼、杉本悠斗、森田雄晴、鈴木崇人（いずれも M2）

■数学専攻 修士論文川井奨励賞／ 2025.3.6
後藤雅康、曽我悠利、森田大河（いずれも M2）

■数学専攻 修士論文川井賞／ 2025.3.6
荒木緒途、鶴田有斗（いずれも M2）

■数学専攻 博士論文川井賞／ 2025.3.6
秋山慧斗、竹平航平、Florian Salin（いずれも D3）

■青葉理学振興会奨励賞／ 2025.3.14
河野冬愛（数学科 B3）、姉崎光希（物理学科 B3）、行弘佳鈴（物
理学科 B3）、松宮広空（宇宙地球物理学科天文学コース B3）、
田口大翔（宇宙地球物理学科地球物理学コース B3）、丸山歩夢

（化学科 B3）、中島大智（化学科 B3）、冷水奨（化学科 B3）、
帆足碧夏（地球惑星物質科学科 B3）、當山天地（生物学科 B3）

■青葉理学振興会賞／ 2025.3.14
竹平航平（数学専攻 D3）、伊藤将（物理学専攻 D2）、土本菜々
恵（天文学専攻 D3）、小山俊吾（地球物理学専攻 D3）、小嶋
理白（化学専攻 D3）、福島諒（地学専攻 D3）、平城柊（生命
科学研究科 D3）

■黒田チカ賞／ 2025.3.14
木野量子（物理学専攻 D2）、田上綾香（地球物理学専攻 D3）

■化学科 荻野博・和子奨学賞／ 2025.3.17
佐藤愛斗、杉曽根秀祐（いずれも化学科 B3）

■ 2024 年度総長教育賞／ 2025.3.18
今井良宗（物理学専攻 准教授）、岩渕将士（理学教育研究支援
センター 助教）

■総長賞（学士）／ 2025.3.24
世良隆明（物理学科 B4）、武田祐太（化学科 B4）、関谷夏子（地
球惑星物質科学科 B4）

■総長賞（博士）／ 2025.3.24
竹平航平（数学専攻 D3）、小山慎之介（物理学専攻 D3）、小
山俊吾（地球物理学専攻 D3）、田邉辰平（化学専攻 D3）

■数学科 川井数学奨励賞／ 2025.4.24
青山剣、今野凌太、入倉拓也（いずれも B4）、高橋諒太（宮城
教育大学教育学部数学教育専攻 4 年生）

■数学科 最優秀学生賞／ 2025.4.24
油谷崚希（B4）

■化学専攻 藤瀬新一郎博士奨学賞／ 2025.5.12
武田祐太、奈良真之介（いずれも M1）

授賞

東北大学理学部・理学研究科　Aoba Scientia 編集委員会

〒 980-8578　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-3

TEL: 022-795-6708　 https://www.sci.tohoku.ac.jp/

バックナンバーは

こちらから。
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今年も変わらず “ あつい夏 ” が来ました。まず 1 つ目は、猛烈に暑い夏です。西公園のセミが深夜に鳴いている姿をみて大変驚きました。そして 2 つ目は、研究や学び

に熱い夏です。猛暑が続く中、保護者交流会、2 日間のオープンキャンパス、そして、ぶらりがく for ハイスクールが理学部キャンパスで実施されました。これから理学

を志す中・高校生の熱い眼差し・好奇心と、それらに応えようと研究の魅力・面白さを熱く語る教職員や学生のみなさんのパッションにより、どれも大盛況なイベントと

なりました。夏の暑さ以上に、「研究したい」「学びたい」の熱を届けられた夏であればよいですね。（広報・アウトリーチ支援室 副室長 高柳栄子）

編集後記

受賞・授賞

※所属・学年は受賞時のものです。


